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活　動　名

関係する学校

こんな
活動です

基
本
デ
ー
タ

活動区分 ※H26年度の実績（補助の有無についてはH27年度の状況）

土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO
との連携

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 年間開催日数 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

実　施　場　所 開始年度 放課後児童クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指　定　日 委員数 児童生徒数 学級数

「自然体験＆だがしや楽校＆創作劇」で、 
袖崎が大好きで心豊かな子を育成

山形県村山市

そでさき元気っ子による活動

袖崎小学校

	土曜日の
教育活動

	 コーディネーター数	 子供の平均参加人数 	 開始年度	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 1 人	 15 人	 14 年度	 有	 有	 無	 有
	学校支援
地域本部

	 コーディネーター数	ボランティア登録数 	 開始年度	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 1 人	 0 人	 27 年度	 有	 無	 無	 有
	

放課後
子供教室

	 コーディネーター数	 子供の平均参加人数 	 年間開催日数	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 1 人	 15 人	 19 日	 有	 有	 無	 有
	 　	 実　施　場　所	 開始年度	 放課後児童クラブとの連携
	 	 袖崎小学校、地域市民センター、

地域の各フィールド　など 	 19 年度	 連携型

　

活
動
の
概
要
・
経
緯

○�平成14年度から学校週５日制に対応する事業として「地域の子供は地域で育てる」を合い言葉にスタート。地域の教育力活
性化のために地域の大人が指導者となり土曜日の教育活動に当たり、地域の活動団体やPTA・育成会、地域市民センター（公
民館部会）などからなる実行委員会を組織して各事業を行ってきた。
○�平成18年度からは参加者の中から「中学生協力員」が誕生し、大人と一緒にスタッフとして活動している。
○�平成20年度からは、小学生の一部（公募）が広報スタッフとなり「元気っ子新聞」を年１回編集発行している。
○�「袖崎が大好きな子」を育てるため、豊かな自然や地域文化を存分に活用したプログラムになるよう工夫を凝らすなどし、
活動を通じて子供たちが自らの地域を再発見できるよう配慮している。
○�子供の社会力を育成するため、地元の創作劇集団「洗心座」と連携し大人と一緒に創作劇を作り上げたり、山形が発祥とさ
れる「だがしや楽校」で対面販売などを経験したりして、考える力やコミュニケーション力、表現力が養われるような活動
を実施している。

■特　　徴
【特徴的な活動内容】
１�）「洗心座」の創作劇に大人と一緒に取り組み、セリフを考えたり小道具を工夫したりしながら、表現力、コミュニケーション力の育成を行っ
ている。
２�）地域の自然・文化・歴史などを大切にし、地域の先生による川の水生生物調査や星の観察、地域のマイナスイメージになりがちな雪を遊び
に十分に取り入れるなど、この地域でないと体験できない、地域に愛着が
わく活動内容を多く取り入れている。
３�）子供たちの社会力や考える力を引き出すため、「だがしや楽校」を様々な
形式で年に２～３回開催し、コミュニケーション力アップに役立てている。
※�連携企業・ＮＰＯ…・社会福祉法人千宏会、ＮＰＯ法人雪室研究会、村山
スキークラブ、村山ファミリー劇場、創作劇集団「洗心座」

【実施に当たっての工夫】
１�）指導者側からの一方的な考えだけではなく参加者からの意見も聞きなが
ら内容を企画し、１か月に２回程度と無理のない回数で実施している。
２�）小学生広報スタッフやかつての参加者だった中学生、高校生、大学生が
中学生協力員やボランティアスタッフの一員として参加することで、将来
の教室担い手育成や身近な地域の居場所づくりにつながっている。
３�）地域に活動を周知するため、学校の協力を得ながら「小学生広報スタッフ」
を募集し、広報紙『元気っ子新聞』（年１回発行）を編集している。
４�）会場設定を一か所に限定せず、地域のあらゆる場所をフィールドとし、そ
の活動にふさわしい場所で行うなど、飽きないような工夫をしている。
５�）実行委員会独自のプログラムのみならず、他の団体の事業と共催するなど、
運営の負担軽減も兼ねて連携・協力を積極的に行っている。
６�）学校休業日（月曜日等）にも事業を開催するなど、放課後児童クラブ「洗
心児童クラブ」との連携を図っている。

■事業を実施して
　地域への愛着を大きく育てつつ、自分に自信を持たせながら子供たちに居
場所を提供している。また、地域の教育財産（地域資源）を存分に生かすた
めの様々な工夫を盛り込み、子供たちの五感を最大限に活用して取り組める
よう配慮している。
　今の子供たちに求められている「社会力」を育む場となっており、地域の
先生（指導者）との交流や創作劇活動、「だがしや楽校」での経験を通して「生
きる力」としての「コミュニケーション力」や「表現力」が確実に身につい
てきている。
　次世代育成に関心のある地域の力強い味方（スタッフ）の協力もあり、「袖
崎大好き」で「心豊かな子」が多く育っている。
■

■ そでさき元気っ子 facebook

だがしや楽校

自然満喫体験


